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最大元・最小元
(X,5)：順序集合；S ⊂ X，S 6= ∅

事実
S は “5 の S への制限により順序集合となる．

定義 (定義 10.14)
s ∈ S が s の最小元 ⇔ 任意の t ∈ S に対して s 5 t．
s ∈ S が s の最大元 ⇔ 任意の t ∈ S に対して t 5 s．
s = minS ⇔ s は S の最小元
s = maxS ⇔ s は S の最大元
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最大元・最小元
例：
I X = R；S1 := {x ∈ R ; x2 < 2}

I X = R；S2 := {x ∈ R ; x2 5 2}

I X = R；S3 := {x ∈ Q ; x2 5 2}
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整列集合
(X,5)：順序集合

定義 (定義 10.17)
(X,5) が整列集合

⇔ X の任意の空でない部分集合は最小元をもつ．
例：N 例：R, Z, Q

命題 (命題 10.18)
整列集合 ⇒ 全順序集合

整列可能定理（定理 10.21）
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極大元・極小元
(X,5)：順序集合

定義 (定義 10.24)
I a ∈ X が X の極大元

⇔ a < x をみたす x ∈ X が存在しない．
I b ∈ X が X の極小元

⇔ x < b をみたす x ∈ X が存在しない．
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上界・下界・上限・下限
(X,5)：順序集合；A ⊂ X

定義 (定義 10.27)
I ξ ∈ X が A の上界⇔ 任意の a ∈ A に対して a 5 ξ

I ξ ∈ X が A の下界⇔ 任意の a ∈ A に対して ξ 5 a

定義 (定義 10.29)
I supA := min{A の上界}：A の上限
I infA := max{A の下界}：A の下限
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ツォルンの補題（次回予告）

定義
(X,5) が帰納的 ⇔ 任意の空でない全順序部分集合が上に有界

定理 (ツォルンの補題；定理 11.1)
X：帰納的順序集合；x0 ∈ X

⇒ X の極大元 m で x0 5 m となるものが存在する
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